


未満の日数は，水温別に示した。五カ所湾では，平成 18

年 1月 20日頃と 2月 10日頃の 2回，水温が最も低下し

た。南島では，古和浦で 1月 20日頃に，にえ浦で 1月 2

0日頃と 2月 10日頃に水温が最も低下した。神前浦およ

び方座浦では，水温が低下しても 12℃台で，他の漁場に

くらべると水温低下は小さかった。水温 15℃未満の日数

をみると，五カ所湾では，水温 12℃を下回る日が多く見

られた。一方，南島では，にえ浦で水温 12℃を下回る日

が多く見られたが，その他の漁場では水温 12℃を下回る

日は少なかった。 

本調査の結果から，アコヤガイのへい死と水温の関係

を考察した。南島にくらべて五カ所湾に避寒した貝のへ

い死率が高かったこと，水温 12℃を下回る日が南島では

少なかったのに対して，五カ所湾では多く見られたこと

から，水温 12℃以下になると，全般的にへい死が著しく

増加すると考えられた。また，避寒漁場が同じであって

も，交雑貝のへい死率は日本貝にくらべて高かったこと

から，交雑貝は日本貝にくらべて低水温環境に弱いと考

えられた。そして，水温 12℃を下回る日の少なかった南

島においても，交雑貝のへい死率は日本貝にくらべて高

かったことから，交雑貝は全般的に水温 13℃以下になる

とへい死が増加すると考えられた。核入れ率の結果から，

水温 13℃以下の環境におかれたアコヤガイはへい死せ

ずとも外套膜の萎縮が起こりやすく，核入れできない貝

数を増加させることも示唆された。 

へい死と水温の関係の他にも，同じ種類の貝であって

も，稚貝，春抑制用母貝，秋抑制した母貝，施術貝の順

にへい死率が高くなることから，年齢の大きい貝ほど，

施術や抑制などの作業を行った貝ほどへい死しやすいと

考えられた。また，同じ種類の貝であっても，へい死率

の最大値と最小値の差が大きかったことから，真珠養殖

業者の避寒前の貝の管理によってへい死率は大きく異な

ると考えられた。 

本調査により， 避寒漁場の水温によりへい死率が大き

く異なること，使用される貝の種類（日本貝、交雑貝）

によりへい死率が異なること，さらに真珠養殖業者の避

寒する前の貝の管理でへい死率が大きく異なることが明

らかとなった。低水温による大量へい死を防ぐためには

「どのような貝を使用し、どのような管理をするか」が

重要であると考えられた。また、低水温漁場を用いた越

冬（いわゆる低水温処理）が、赤変病（感染症）への対

処として効果的であることから、本調査結果および過去

の水温情報等が、今後，使用する貝の選択、その貝の管

理、また避寒漁場の設定の参考になることを願う。

 

表 1. 避寒漁場別の日本貝，交雑貝のへい死率（平成 18年 4月時点） 

（交雑貝）（日本貝）（交雑貝）（日本貝）（交雑貝）（日本貝）（交雑貝）（日本貝）

英虞湾 聞き取り件数 2 4 - - - - 2
へい死率 最小値（%） 42 20 - - - - 20

最大値（%） 50 100 - - - - 25
平均値（%） 46 45 - - - - 23

五カ所湾 聞き取り件数 36 18 47 34 16 10 29 17
へい死率 最小値（%） 8 3 20 6 30 15 3 4

最大値（%） 75 33 82 45 90 64 70 67
平均値（%） 34 19 43 22 53 41 27 18

南島 聞き取り件数 30 10 40 18 23 11 33 16
へい死率 最小値（%） 5 2 6 2 15 6 0 0

最大値（%） 75 35 83 44 89 44 70 25
平均値（%） 20 13 28 16 36 27 16 11

紀伊長島以南 聞き取り件数 1 - 2 - 3 - -
へい死率 最小値（%） 20 - 39 - 30 - - -

最大値（%） 20 - 40 - 71 - - -
平均値（%） 20 - 39 - 47 - - -
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（交雑貝）（日本貝）

五カ所湾 聞き取り件数 40 28
核入れ率  最小値（%） 71 80

最大値（%） 5 1
平均値（%） 41 62

南島 聞き取り件数 32 15
核入れ率 最小値（%） 90 90

最大値（%） 20 30
平均値（%） 56 66

秋抑制した母貝

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2. 抑制篭 1篭あたりの核入れ率 
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